
玖珠町宇宙米プロジェクト

（キャッチフレーズ）
「次世代を担う子どもとともに未来をつくるまち」

～住んで良かった童話の里～
地方創生は預金・融資・為替に次ぐ

第四の本業

人口約13,000人、主な産業は農林業
典型的な高齢化・人口減少のまち
事業所も年々減少
玖珠米（献上米）、機関庫（鉄道遺産）
など磨けば光る原石はあり

第１フェーズ
玖珠支店独自の活動

平成３０年～

第２フェーズ
本部と連携した活動

令和３年～

第３フェーズ
新たな付加価値の提供

令和6年～

「玖珠米」を活用した地域活性化の模索
農家からの情報収集した課題
・生産者の高齢化、耕作放棄地増加
・農業経営の継承（無形資産）難航

当組合が別府市への誘致に深く関わった世界
有数のホテル「ＡＮＡインターコンチネンタル別
府リゾート＆スパ」へのトッププレゼンセッティング

・大分空港の宇宙港としての活用をきっかけとした宇宙ビジネスの機運の上昇
・大分県出身の宇宙ビジネス支援業の代表者より衛星データ活用のアイデアを享受
・連携協定：玖珠町×大分県信用組合×
一般社団法人おおいたスペースフューチャーセンター

・「ゆきぐに信用組合」（本店：南魚沼市）
との連携で高付加価値なブランド米戦略の
情報提供等支援
→「米・食味分析鑑定コンクール：国際大会inつなん」
エントリーの支援

・上記産直ネットを中心とした宇宙米の出口戦略
（巨大なマーケット、福岡市場での販売）
・HACCP取得支援による食品安全衛生体制の構築
（安心・安全：他産地との差別化戦略）

玖珠町の成果

①衛星データ活用で一等米収穫比率上昇
②２６戸の農家が参加（新たな事業所が誕生）
→宇宙米の一定量の確保

③「くす天空の輝き」1万円/5㎏相当
④衛星データやデジタルを活用した
持続可能な農業の実現

→玖珠町のキャッチフレーズの実現を目指す

大分県信用組合の成果

①農家を農業生産者から「お米（農産物）製造
事業者」（事業所）へ転換させ、所得向上
②次世代につながる事業モデルの構築
③地産で外貨を獲得するビジネスモデル
（過疎地だからできる経済活性化）
④地方創生を起点とした金融サービス提供
・産直ネットへの融資、農家との取引拡大

・一般社団法人くすここのえ産直ネット
設立支援
・日本政策金融公庫と協調融資

・みらい創生課 創設
宇宙×農業プロジェクトチーム
「アポロ・ビックバン」発足

次世代へつなぐ
スマートで高付加価値な農業

付加価値により高価格で
販売できるお米の完成

福岡市や大分市など
都市部での販売


